




















ていたが放置していた。腫瘍は徐々に大きくなり 4 ～ 5 年前から現
状の大きさとなった。最近になり易出血性となったため当院形成外
科を受診した。諸検査後に局所麻酔下にて腫瘍摘出術が施行された。































【症例】41 歳、女性、授乳中。平成 25 年 10 月頃に右乳腺 C 領域に
しこりを触知。平成 26 年 1 月末に増大傾向を感じ、同年 2 月に当




























嗣 1）、久居　弘幸 2）、荻野　次郎 3）、長谷川　匡 3）
【はじめに】近年 EUS-FNA の普及により内視鏡下に胃粘膜下腫瘍
を穿刺する機会がふえている . 今回我々は EUS-FNA が有用であっ
た紡錘形細胞型および類上皮型胃 GIST を経験したので報告する .
【症例 1】80 歳代 , 女性 , 健診で胃体部小弯に 24mm 大の SMT が発





を認めた . 免疫染色は KIT(+),DOG1(+),CD34(+),desmin(-), α -SMA(-
),S100(-),Ki67LI 5% であった . 胃 GIST 超低リスクと診断した .
【症例 2】50 歳代 , 男性 , 約 2 ヶ月前に吐血ありタール便および貧血
を主訴に受診 . 胃体上部後壁にφ 13cm 大の SMT が発見され , 中




上部後壁にφ 13cm 大の粘膜下腫瘍を認めた . 腫瘍細胞は類円形核
で豊な好酸性胞体を示して充実性増殖しており類上皮型 GIST を考
えた . 免疫染は KIT(+),DOG1(+),CD34(+),desmin(-), α -SMA(-),S100(-
),Ki67LI 10% であった . 胃 GIST 高リスクと診断した .
【考察】外科的切除を含む GIST の治療法を選択する上で SMT の
組織型鑑別は重要である .EUS-FNA は低浸襲性 , 検体量の確保 , 免
疫染色が可能であるなど有用性が高まると期待される .
【まとめ】今回 EUS-FNA が有用であった紡錘形細胞型および類上
















された。島内 AED 保管庫近くに住む島民へ連絡をとり AED を自







【考察】院外発症の VF は、公共の場に設置された AED の普及に
より救命率は上昇しているが、依然、自宅内発症の VF 患者の救命
率は低い。島民達のみごとな連携により後遺症なく社会復帰までに
救命しえた一例を若干の考察を交え報告する。
